
1
多良古墳群の一体
的保存依頼

動画、「存亡の危機！多良古墳群」を拝見し、意見を述べさせていただきます。
トンネルの利用などにより、多良古墳群（1～5号墳）の一体的な保存が実現されることに、心より賛同いたし
ます。
これらの古墳は極めて貴重な文化財であり、後世にしっかりと継承していくべきものと思います。
また、近年注目が高まりつつある阿波古代史をさらに盛り上げ、徳島県全体の活性化に繋がる観光資源とし
て、多良古墳群の保存、そして整備・活用が進められることを強く願います。

2
多良古墳群につい
て

徳島県海陽町で建設が進む阿南安芸自動車道の整備により、貴重な歴史遺産「多良古墳群」が破壊されようと
しています。この古墳群は２０２４年春の試掘調査で確認されたもので、古墳時代初期(３世紀ごろ)とみられ
る前方後円墳と円墳、計５基から構成され、尾根上に連続して築かれた全国的にも極めて珍しい構造を持ちま
す。特にそれぞれの墳丘の違いが、時代の移り変わりを物語る貴重な手がかりとなっており、日本の古代史に
新たな知見をもたらす可能性を秘めています。現段階では古墳時代前期とされていますが、出土物の本格的な
分析はまだ行われておらず、弥生時代末期までさかのぼる可能性もあるとの指摘もあります。是非とも専門
的、科学的な再調査を実施し、正確な年代と歴史的価値を改めて評価して頂きたいと願っております。しかし
現在の道路計画では、３号墳～５号墳がルートに重なっており、取り壊される方向で進んでいると報じられて
います。防災と地域発展のために道路整備が必要であることは理解していますが、文化財の保存と公共事業の
両立は決して不可能ではありません。ルートや工法の再検討により、両立は十分可能だと考えます。どうか多
良古墳群を一時的な障害物としてではなく、徳島県が未来に誇れる歴史資産として捉え、保存と活用のための
ご判断を賜りますよう強くお願い申し上げます。
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